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平成 24 年 1 月 10 日(火)
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立川市立立川第九中学校 校長 山 口 俊 浩
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本年度：スポーツ教育推進校

新たな年の始まりに
校 長 山 口 俊 浩

新年あけましておめでとうざいます。平成２４年（２０１２年）がスタートしました。

保護者の皆様並びに地域の皆様、今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。冬休み

が終わり、生徒並びに教職員の方も元気な姿で今年初めての全校朝礼を迎えること

ができました。

年の始まり、月の始まり、日の始まり、そして春の始まりです。この節目を大切にし

て、心新たに高き目標を掲げ、それに向かって竜のように天高く舞い上がることがで

きる一年間になるように努力していきたいと思っております。

さて、平成２３年の一年間の世相を反映した漢字一文字は「絆」が選ばれました。

昨年は、日本人が忘れてはいけない東日本大震災や原発事故がありました。それによ

り多くの人の命が奪われ、深い悲しみと困難に見舞われました。そして、私たち一人

ひとりにとっても大きな試練の年となりました。 その一方で、改めて人と人との絆

の大切さを多くの日本人が肌身に感じた一年でした。

昨年末の全校集会でも触れましたが、この漢字一文字にちなんで、立川九中生に伝えたいメッセージを

漢字一文字にしました。一昨年は「躍動」の「躍」でしたが、昨年は「起動」の「起」としました。活動

する、発動する、物事を始める。中のものを外にあらわれるようにする、盛んにする、などの意味があり

ます。この「起」は躍動感溢れる生徒に近づくために「起動」した年であったと感じております。その象

徴は「あいさつ」運動です。生活委員会の活動から生徒会の活動に、さらに先生方も加わり、新しい形で

のあいさつ運動が起こりました。素晴らしいことです！

新年にあたり生徒の皆さんに「一以之貫」（一を以って之を貫く）という言葉を紹介します。この言葉

は私が高校を卒業する時に恩師から頂いた言葉です。これは論語の一つで、孔子は「忠恕（真心と思いや

り）をすべての根本にして、それを自分の道として貫いた」という意味です。ちなみに「一」とはすべて

のことという意味に使われています。物事すべてにおいて「真心と思いやりを自分の信念として、いかな

る時でも貫き通した」ということです。いつでも、どのような状況にあっても貫き通すことはとても難し

いことです。

そこで、立川第九中学校の生徒は、いつでも、どのような状況にあっても学校生活の基本となる３つのけ

じめ「人へのけじめ」「時間のけじめ」「物へのけじめ」を貫いてください。いつでも、どのような状況に

あっても⑴気持ちのよいあいさつをしよう。⑵時間を守ろう。⑶物を大切にしよう。これを「一」として

努力してください。（全校朝礼講話） 九中有志による花いっぱい活動

１ 月の生活目標 ：目標を立てて実行しよう

合い言葉は三つのけじめ
人 物 時間
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学校評価保護者アンケートから・・・ 教務主幹教諭

先日は、学校評価の一環としてお願いしました、「保護者アンケート」にご協力いただき、ありがとうござい

ました。生徒の学校生活をよりよいものにするために、本校の教育活動を評価していただいたものです。今年度

は８４％の方からご回答いただきました。多数の方のご回答、ありがとうございました。この回収率は、保護者

の皆様の学校教育への関心の高さや期待の大きさが伺われます。

全部で１８項目の評価をしていただきましたが、「そう思う」「ややそう思う」というプラスの評価をいただい

た項目は、１１項目ありました。その中で、「九中は農園活動など、特色ある学校である」「学校行事が適切であ

り、開かれた学校である」「九中生は楽しく充実した学校生活を送っている」という項目が上位となりました。

九中生が充実した学校生活を送ることができるのは、各家庭や地域の方々が、常に生徒を温かく見守ってくださ

っていることが考えられます。家庭や地域社会との連携を大切にし、今後もより一層の信頼関係を深めていきた

いと考えています。

一方、「家庭学習する習慣が身についている」という項目は、昨年に引き続き最も低い評価となりました。学

習面に関しては保護者の方にとっても興味関心の高い項目であります。学校では授業を通して、生徒の学ぶ意欲

を高め、自主性を引き出せるような工夫を進めていきます。さらに、家庭学習の大切さも伝えていきたいと考え

ています。ご家庭においてもご協力お願いします。

その他の項目の結果は、学校便り２月号やホームページに掲載いたします。今後も保護者の皆様と共通理解を図

り、相互に連携協力し、より良い学校づくりを進めたいと考えています。よろしくお願いいたします。

立川第九中学校ぴっかぴか大作戦 「掃除を通して学ぶ心」 担 当

昨年１２月２１日に大掃除を行いました。普段の清掃では行えない教室や廊下の床の水拭き、下足箱やロッ

カーなど校舎の隅々まで掃除及び教室や廊下のワックスがけも行いました。特別教室は各清掃担当の生徒が、

教室と廊下は整美委員を中心にワックスをかけました。整美委員の活動は放課後に行ったのですが、各学年か

ら多くのボランティアが参加してくれました。特に参加が多かったのは 3 年生で、受験が迫っている中、貴重

な時間をワックスがけに費やしてくれました。活動の様子を見ているととてもいきいきしていて、感謝の気持

ちが伝わってきました。「他にワックスをかける所はないですか？」という生徒からの自発的な発言も多くあり、

うれしく思いました。

１２月１７日には教職員・保護者の皆様及び九中サポーターズの方々による校内の掃除（高所作業）を行い

ました。昨年の夏に全教室にエアコンが設置され、猛暑日などでも生徒が快適に勉強に集中できる環境が整い

ました。しかし、蛍光灯の傘にたまっているほこりが生徒の健康に良くないのではないかということもあり、PTA
会長様中心に今回の掃除が計画されました。清掃内容は教室の蛍光灯と傘、扇風機、窓、レールの水拭き等で

す。普段子供たちが生活をしている環境ということもあり、丁寧にそして終始笑顔で活動されていました。清

掃時間は 1 時間半強にわたりましたが、おかげ様で教室がとてもきれいになりました。お忙しい中まことにあ

りがとうございました。

私たちが普段何気なく使用しているすべての物は当たり前にあるように感じますが、そうではないというこ

とを今回の大掃除から改めて感じました。学校環境を保つことができているのは教職員だけの力ではなく PTA
本部役員・保護者・地域の方々のおかげです。私たちが生活している環境の中で生徒たちが育つこと、そして

その環境を整えるのは、九中に関わる多くの方々によるものだということを実感し、感謝の気持ちを忘れず生

活していかなければいけないと感じました。ＰＴＡ・九中サポーターズによる教室内清掃

九中セーフティ教室

１月10日（火）授業開始、新時間割 7 日（火）安全指導

11 日（水）各種委員会 10 日（金）校外学習（都内：お台場方面見学 2 学年）

13 日（金）避難訓練 15 日（水）立中研

18 日（水）道徳授業地区公開講座 17 日（金）避難訓練、各種委員会

21 日（土）教育ﾌｫｰﾗﾑ（ｱﾐｭｰたちかわ：九中発表） 23 日（木）都立高校一次検査

23 日（月）小中連携活動 27 日（月）学年末テスト

２月1日（水） 28 日（火）学年末テスト

～ 3 日スキー移動教室（1 学年） 29 日（水）学年末テスト・学習発表会リハーサル
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